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模型砂地盤の支持力実験における砂箱側壁面摩擦の影響ⅥⅠ

一一一一一側壁面摩擦係数と測定された支持力特性との関係-
InfluenceofSideWallFrictionofSandBoxinBearingCapacityTestonModelSandGroundⅥI

- RelationshipbetweenSurfaceFrictiononSideWallandMeasuredBearingCapacity-
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1. は じ め に

ここでは,直接せん断試験で測定した摩擦角 ん22)と

測定された支持力係数〃,等23)との対応をつけて,側壁

面摩擦の影響を定量的に示すことを試みる.それにはま

ず寸法効果について検討しておく必要がある.

2. 側壁面摩擦と寸法効果

砂地盤の表面載荷の支持力実験において,支持力係数

N,,K5｡の値や SJ/Bの値がフーチング幅Bの増加によ

って変化することを一般に寸法効果 (Scaleeffect)と呼

び,これまでに非常に多くの研究がある (たとえばDe

Beer,24)山口ら,25)～29)小田ら30)).寸法 (B)が大きくな

るとN,,KS｡は減少し,Sf/Bは増加するといわれてい

る.寸法効果の理由として,βの増加による (1)応力

増加に伴 う砂の内部摩擦角の減少,(2)進行性破壊

(Progressivefailure)の程度の増加,がこれまでに主要

なものとして指摘されている.ここで議論しようとする

のは寸法効果問題全体ではなく,実験技術上の問題に限

定したものである.これまでに詳しく述べてきたように,

側壁面摩擦が測定されたN,,K5｡,Sf/Bの債に及ぼす影

響は極めて大きくなりうるから,側壁面摩擦の影響がな

い,あるいは無視できるデータを用いて寸法効果の実験

的検討をまずすべきことは明らかであろう.そこで側壁

面摩擦の影響が比較的少ない幅 W-40cmの中型砂槽

を用いて得られたデータを検討してみる.

図43(b)に示す (〃γ)｡の値は今回得 られたデータの

中では最も信頼のおけるデータである.そこで,e-1･-0.66

に相当する値,(〃γ)≡-(〃γ)｡/CFを個々のデータに対し

て求 め,β-2.5cm,5cm,10cm に対 す る平 均 値

(MEAN)と標準偏差 (S｣})を求めた.MEAN±S.D.

をβに対してプロットした図48(a)を見ると,たしか

に,確実に,〃 γに対する寸法効果が認められる.βが2
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図48 中型模型実験における寸法効果 (a)〃γを用いた表示,

(b)∬5｡を用いた表示

倍変わるとNrは約 25%変化 している.同様 に,図

46(C)に示す (K 5｡/γ)Cの値を eJl･-0.66の値に対して補

正 した (K 5｡/γ)≡- (K 50/γ)C/CFの億 のB-2.5cm,5

cm,10cmに対する平均値,標準偏差 を求 めた (図

48(b)).この場合も明確な寸法効果が見られる.この場

合もNγの場合と似て,Bが2倍増加するとK5｡はだい

たい25%減少している.つぎに,このグラフを用いて異

なったβに対する側壁面摩擦の影響を定量的に検討し

てみる.

3. 支持力実験における側壁面での平均的摩擦角 卓p

の推定とN,およびK50との比較

表 523)に示すNo.1-No.18の実験のうち,No.1,No.

2,No.5,No.13,No.14の実験ケースを除いて検討するこ
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